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医療機関名は略名で表記しました。
資料中のデータの精査を行っていますが、
使用者においても基データの確認をお願い
します。（平成29年2月9日のDPC評価
分科会公開資料）
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平成27年度実績（DPC対象・準備病院＋出来高算定病院）
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この資料は、平成29年2月9日に、平成28年度 第4回 DPC評価分科会の「DPC導入の影響評価に関する調査
（参考資料）」を基にグラフ化しました。
グラフにつきましては、データの転記には注意して作成していますが、使用者側でも上記公開資料の内容の確認をお願い
します。

＜概要＞

・集計対象年度：退院患者数は平成27年4月～平成28年3月の退院患者に係るもの。

・集計対象病院（平成27年度の調査対象の対象病院および準備病院、出来高病院）3192病院（公開データ数）

・DPC対象病院のⅠ群：80 病院、Ⅱ群：100 病院、Ⅲ群：1400 病院、準備病院：264 病院、出来高病院：
1348 病院が対象となっていますが、グラフは、退院患者総数が「０」の準備病院の２病院と出来高病院で総件数が「10
件未満」の138病院を除いた3052病院とします。グラフは、各MDC総件数が10件未満は除いています。

・東海市民病院と知多市民病院は合併前の１か月データ、合併後は公立西知多総合病院でデータは11か月となります。

・兵庫県立尼崎病院と兵庫県立塚口病院は合併前の３か月データで、合併後の兵庫県立尼崎総合医療センターのデー
タは９か月となります。

＜グラフ説明＞
・グラフ内の❶❷❸はⅠ群Ⅱ群Ⅲ群を示し、ⒿⒹは準備病院及び出来高病院を示しています。
・MDC別施設間比較の「その他」の部分は、退院患者総数から資料「MDC別医療機関別件数（割合）」（手術有無の
割合が記載）手術有無を除いたものです。

・すべてのデータは、10症例未満を未公表となっています。

・グラフの縦軸は、他の都道府県と比較するためＹ軸の最高値を原則固定としています。各MDC別のグラフにおいて、数病

院が上限を超えています（10病院以下）。該当する都道府県は、Ｙ軸の最高値を変更しています。

・医療機関名は、グラフの表記上、10文字以内（勝手に略しています）に設定しています。

・医療機関名の表示は、医療圏別で件数の降順で設定しています。

資料解説

＊MDC：Major Diagnostic Categoryの略で、主要診断群を指します
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MDC01 神経系疾患
手術無 手術有 他 在院日数の平均値 在院日数（対象病院）の平均値

（件数） （在院日数）

MDC別 施設間 比較（H2７年４月～H2８年３月）
(❶:Ⅰ群, ❷:Ⅱ群, ❸:Ⅲ群, Ⓙ:準備病院, Ⓓ:出来高病院)

○○ △△ □□ ☆☆

MDC毎にグラフを作成

別の都道府県と比較できるように、

最大値は原則全国同一値で固定

二次医療圏名

実際のグラフは実名表記

MDC01患者の在院日数の全国平均

当該病院におけるMDC01

患者の平均在院日数

二次医療圏毎に件数の多

い医療機関順に掲載

件数が10件未満の医療機

関はグラフから除外


